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ら、（1）SDD 変異体は HR 経路の活性化だけでなく、DDT 活性の低下を引き起こしており、




ヒストン SDD領域は、DDT 経路の活性化及び、Ino80 複合体を介した DDT 経路とHR 経
路の制御を担うヌクレオソーム機能において重要な役割を果たしていることが明らかになっ
た。特に、SDD変異体では、Ino80のクロマチンへの結合が増加し、INO80を欠損した場合
は DNA損傷に対して非常に高い感受性を示す。以上の結果から、SDD領域は複製ストレス下
において、INO80複合体に依存せずに複製阻害の解消メカニズムを促進できる可能性がある
と考えられる。 
 
 
